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    多羅問・熊田・入江・早川・森島:流 動法による活性炭へのエチレン及び炭酸ガスの吸着
ては問題 となる窯 が あるけれ ども,-ms U〈oの 領域 に止 め るのが安至 と考 えられ る.す なわ
ちU<oよ り  、
      i・_k咽1-Q鋤  (14)
が得 られ,こ れでdzに ついての積分限界が あた えられ る.吸 着原子 のxy面 上の蓮 動 に封 し
て はU max(x, y)～lkca1/molで あ る所 か ら簡軍のため無覗 したが,こ れ らを も取扱つた結果
及び實 際 の敷値 計算の結果 については次報 において報告 す る,更 に,解 離吸着の モデルに剴 し
Sherman等6)の よ うな表 面上特定 の孤立2原 子分子 を考 えるか ど うか によ り讐癒 線 の表式 は
全 ・異つて く・カ… 紺 ・・c・・爵 ・丁)頒 測 ・てい・ 躍 季一… 一… と言 殖 がど
の よ う な モ デ ル か ら あ た え られ るか に よ つ て も一 懸 の 判 定 が つ く と考 え られ る.
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 活性炭 に よるエチ レン及び炭酸 ガ スの吸蒲 の研究 に於 て,流 動法 を用いて吸着進行状態 を調
べた研究 は絵 りな く,吾 々は先 にガ ス朕炭化水素合成 の研究 を行 つた際,生 域 ガス捕集製置設
計 の基礎 的数値 を得 る必 要か ら本 實験 を行 つた.                      `
 先づ 乾燥 室氣 を飽和 させ た活性炭 にエチンン,炭 駿ガ スを夫 ・曜財蜀に通 じて吸着歌態 を調 べ
た.な お比較 のため静 的 方法 にて も飽和吸 着量 を求 めた.流 動法 に よる吸着進行欺態は最初 出
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       一 温℃度騨 囎 鱗 鞭 罪
   C2H4  A--20   -75    99.6    0.99   172.0    168.8     97.7
       A-14   -40     94.0    0.79    128.6    122.8     95.5
       A-13   -20    94.0    0.81   119.8    108.2     90.3
       A-5    Q    93.2    0.52    94.7     89.3     9生3
       A- 6      0      93.0      0.73      93.3       86.2       92.4
       A-7     0    93.3    1,18    99.7     90.3     91.l
       A-12     0     99,6    3.24     94.6     7&2     82.7
       A-8     0    447    ().64    Z4.2     64.8     87.4
       A-9     0    22.0    0.58    63.9     46.6     730
       A-10     0      6,0    0.51     273     19.6     71.8
       A-17    20    99.6    0.86    81.3    76.7     94.4
       E-3 -20 100 翻 125・1 嘱  一
       E-4     0    100            105,9      _      _
       E-1 20 100 讐  89.0  -  -
   
   
   
   
   
   
ガスとしては吸着 していた室氣のみが放出されるが,被 吸着ガスが出ガス中に現れ始め ると急
激に出ガス量が増加 し,そ の後短時間にて飽和に蓮する.活 性炭温度,ガ ス流速及びガス濃度
を攣化した場合の實験結果は一括して上表に示 した.此 虞に完全吸着率 とは被吸着ガスが出ガ
ス中に放禺 され始める迄の吸着率を言 う.
 表 より判 る様に流動法による飽和吸藩量Asは 静的方法の ものに比 し僅か少い結果を得た.
エチレン飽和吸着量Asは ガス流速 によつて影響を受けぬが,温 度によつては一75～20℃ の間
でIog As:T℃ とが直線關係を以て攣化し,叉 エチレン濃度 と吸着量の關係はLanglnuirの
等温式を満足する.エ チレンの完全吸蒲率は温度により除 り攣 らす,流 速11/hr程 度では90%
以 ヒで,流 速大なる程,ガ ス濃度低い程小 となる。炭酸ガス19 -20℃ に於てはエチレンと大艦
同量吸着 されるが,0℃ 以上ではエチレンに比 し吸着量が少 く,完 全吸着率 も僅か小なること
を認めた.
 次に0℃ にて静的方法によつて炭酸ガスを飽和 させた活性炭 に純 エチレンを1.Ol/hrの 流速
で通すると,最 初は炭酸ガスのみ放ti'Sされるが,炭 酸ガス,エ チレン爾ガスの総吸着量が1210
cc/13grに 達 した時,出 ガス中にエチレンが放出 され始めた.叉 僅かの炭酸 ガスは容易に脱着
し得なかつた・逆にエチレンを先に0℃ で豫的方法で飽和 させた活性炭 に純炭酸ガスを0.71/hr
の流速で通 じた場合には,最 初か ら拙ガス中に1.1%の 炭酸ガスが槍出 された.即 ち飽和吸着
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 量 の少い羨酸 ガスの方が極 めて放出 され易 い ことが明 らか となつた.
  更 に炭酸 ガ ス,エ チvン 混合 ガ ス(混 合比0.88:1及 び4.7:1)を0℃ に於 て室気 を飽和 し
 た活性炭 に1.1」ノhrの 流速 で通 じると,始 めは室氣 のみが放 出 され るが,全 ガ ス吸着量 が1200
cc/13grを 越 える と先づ炭 酸 ガスの放 出が始 ま り,僅 か返 れて エチ レン も出始め,そ れ以後 は
 エチ レンの吸着量 のみが増 し,炭 酸 ガスの吸着量 は逆 に減 少す る.か くの如 く0℃ の場合総 ガ
 ス吸 着量1200ccを 少 し越 えた勲 にて炭酸 ガ ス吸着量が最 高値 を示 し叉,エ チ レンの放 出が開始
 され るこ とは興味 あ る事實 であ る.
  以上 の實験結果 か ら活性炭表面の吸着力が           ' B
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A鮎 が出ロに達 した時にエチレンが出ガス中に出始め,D鐵 が出口に達すれば飽和 に蓮する.
AB, CD線 の傾斜は實験結果より推 して極めて急であると思 われる故CD線 を近似的にZな
 る垂線で置 き換 えて,飽 和 された暦 と全然吸着していない暦 とに分けられるとすれば,吾 々が
求めた完杢吸着率 とはA黙 が出口に達 した時の未吸若暦の厚 さが,全 活性炭層の何%に 當るか
を示すもの となる.而 して完全吸着率Aコ/Asと ガス流速Vと の關係をエチレンの場合に就 き調
べ るに,109(1 一一 A.i / s)とT(=(1-Al/As)×1/v)と が大膿直線關係 にある様で,こ れはエチ
レン放出開始時に於ける上述の未吸着騒をエチレンが通過するに要する時間(Tに 比例)内 にこ
の暦を飽和 するに要す るだけのエチレンが吸着されることを意味するものと思われる.叉 混合
ガス吸着の場合炭酸ガス吸着量が最大値を示すことも,上 の杖型的考 えで充分設明出來 る(圖
の(mi蓼 照).  ,      〔
              (日召 和24 年 3 月 6 日 受 理)
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